
～自然環境と人間活動～（２）～

６
年
前
、
私
は
埼
玉
県
立
博
物
館
（
現
・
歴

史
と
民
俗
の
博
物
館
）
の
学
芸
員
を
し
て
お
り
、

ス
ポ
ッ
ト
展
示
「
氷
川
の
杜
大
宮
公
園
開
園

１
２
０
年
展
」
を
担
当
し
ま
し
た
。

今
回
の
科
学
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
自
然

環
境
と
人
間
活
動
」
が
テ
ー
マ
な
の
で
、
自
然

環
境
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
「
公

園
」
を
造
る
た
め
に
人
間
が
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
き
た
の
か
を
「
大
宮
公
園
」
を
事
例

に
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
「
学
芸

員
」
の
仕
事
の
一
端
も
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

県
立
博
物
館
は
県
営
大
宮
公
園
の
中
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
大
宮
公
園
に
つ
い
て
の

展
示
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

テ
ー
マ
と
し
て
は
あ
ま
り
に
ロ
ー
カ
ル
で
、
資

料
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
敬
遠
さ
れ
て
き
た

調
べ
る
楽
し
み

Ｉ
大
宮
公
園
開
園
１
２
ｏ
年
展
を
担
当
し
て
Ｉ

埼
玉
県
教
育
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
水
□
由
紀
子

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ス
ポ
ッ
ト
展
も
大
宮
公
園
管
理
事
務
所

の
呼
び
か
け
で
、
事
務
所
主
催
の
１
２
０
周
年

事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
「
ス
ポ
ッ
ト
展
」
と
い
う
名
の
通
り
、

県
立
博
物
館
の
季
節
展
示
室
で
行
う
、
規
模
の

小
さ
な
展
示
で
し
た
。

担
当
す
る
展
示
テ
ー
マ
が
決
ま
る
と
、
ま
ず

ど
の
よ
う
な
資
料
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
調
べ

ま
す
ご
そ
の
時
に
参
考
に
な
る
の
が
、
こ
れ
ま

で
行
わ
れ
た
類
似
テ
ー
マ
の
展
示
で
す
。
そ
の

時
に
刊
行
さ
れ
た
展
示
図
録
を
み
る
と
、
展
示

内
容
や
展
示
資
料
が
わ
か
り
ま
す
。

大
宮
公
園
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
は
少
な

１
．
展
示
の
た
め
の
資
料
調
査

く
、
参
考
と
な
っ
た
の
は
さ
い
た
ま
文
学
館
で

１
９
９
９
年
に
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
大
宮
公

園
と
文
学
者
た
ち
」
で
す
。
大
宮
公
園
の
来
園

者
の
中
に
は
著
名
な
文
学
者
が
含
ま
れ
て
お

り
、
大
宮
公
園
を
舞
台
と
し
た
作
品
も
数
多
く

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
展
は
大
宮
公
園
の

あ
ゆ
み
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
紹
介
す

る
内
容
で
し
た
。

今
回
は
大
宮
公
園
の
歴
史
が
テ
ー
マ
な
の

で
、
展
示
図
録
以
外
の
刊
行
物
も
探
し
ま
し
た
。

最
も
参
考
と
な
っ
た
の
は
１
９
８
２
年
に
刊
行

さ
れ
た
「
大
宮
市
史
」
で
す
。
根
拠
と
な
る
資

料
を
提
示
し
な
が
ら
、
誕
生
か
ら
戦
時
下
ま
で

の
公
園
の
生
い
立
ち
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
調
査
が
進
む
と
、
次
に
展
示
構
成

を
考
え
ま
す
。
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

展
示
順
序
を
決
め
ま
す
。
そ
し
て
、
来
館
者
の

方
々
に
展
示
テ
ー
マ
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
資
料
を
展
示
す
べ
き
か
を
考
え
ま
す
。

ま
た
、
資
料
調
査
の
中
で
新
発
見
の
資
料
が
あ

れ
ば
、
逆
に
、
そ
れ
を
生
か
す
テ
ー
マ
を
設
定

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

次
に
取
り
か
か
る
の
が
、
出
品
交
渉
で
す
。

一
番
労
力
を
使
う
の
が
、
こ
の
交
渉
で
す
。
出

品
を
依
頼
し
て
も
断
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
時
は
類
似
の
資
料
を
探
し
、
見
つ
か

ら
な
い
場
合
は
テ
ー
マ
を
変
更
し
ま
す
。
試
行
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奇手員職員組台ｕ域の学
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
や
っ
と
一
つ
の
展
示
構
成

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
展
示
タ
イ
ト
ル
を
決
め
、
ポ
ス
タ

１
や
チ
ラ
シ
の
印
刷
準
備
に
入
り
ま
す
。
展
示

タ
イ
ト
ル
や
ポ
ス
タ
ー
は
展
示
の
イ
メ
ー
ジ
を

左
右
す
る
も
の
で
、
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
外

部
か
ら
資
料
を
借
り
る
場
合
は
、
そ
の
日
程
を

調
整
し
ま
す
。
そ
し
て
、
図
録
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
執
筆
、
こ
れ
と
並
行
し
て
展
示
説
明
や

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
執
筆
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
作
業
に
入
る
頃
に
は
、
展
示
初
日
を
に
ら

み
な
が
ら
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
仕
事
を
進
め
る

日
々
が
続
き
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
公
園
は
散
歩
に
行
き
気
分

転
換
を
す
る
場
、
子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
、
日

常
生
活
に
密
着
し
た
場
所
で
す
。
し
か
し
、
明

治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
公
園
は
、
日
帰

り
や
一
泊
で
出
か
け
る
行
楽
地
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
調
べ
て
行
く
中
で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
公
園
」
と
い
う
施
設
は
江
戸
時
代

以
前
の
日
本
に
は
な
く
、
明
治
時
代
に
創
り
出

さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
・
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
「
庭
園
（
ガ
ー
デ

ン
）
」
は
あ
り
ま
し
た
が
、
「
公
園
（
パ
ー
ク
）
」

は
な
か
っ
た
の
で
す
。

明
治
維
新
後
、
政
府
は
新
し
い
国
の
仕
組
み

２
．
公
園
の
誕
生

を
作
ろ
う
と
、
ざ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
国
に
返
納
さ
れ
た
旧
社

寺
領
（
上
地
）
の
有
効
活
用
が
模
索
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
提
案
き
れ
た
の
が
、
西
欧
の
近
代

都
市
に
は
必
ず
存
在
す
る
「
公
園
」
と
し
て
、

そ
の
土
地
を
活
用
す
る
こ
と
で
し
た
。

１
９
７
３
年
（
明
治
６
）
に
明
治
政
府
は
、

全
国
の
府
県
に
対
し
て
公
園
設
置
の
候
補
地
を

選
定
す
る
よ
う
に
通
達
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、
埼
玉
県
で
は
明
治
７
年
に

偕
楽
園
（
さ
い
た
ま
市
）
、
明
治
８
年
に
成
田

公
園
（
行
田
市
「
明
治
ｎ
年
に
与
野
公
園
（
さ

い
た
ま
市
）
が
開
園
し
ま
し
た
。

今
回
テ
ー
マ
と
し
た
大
宮
公
園
は
埼
玉
県
で

最
も
古
い
公
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
下
述

べ
る
よ
う
に
、
先
に
開
園
し
た
３
つ
の
公
園
と

は
規
模
も
内
容
も
異
な
る
も
の
で
し
た
。

４
つ
の
公
園
に
つ
い
て
の
簡
単
な
表
を
作
り

ま
し
た
が
、
面
積
に
注
目
す
る
と
、
大
宮
公
園

が
と
て
も
広
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
第
１

表
）
。大
宮
公
園
は
氷
川
神
社
か
ら
返
納
さ
れ
た
官

有
地
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
４
８
年
（
昭
和

躯
）
に
そ
の
呼
称
が
「
埼
玉
県
立
大
宮
公
園
」

と
決
め
ら
れ
る
ま
で
は
、
神
社
名
に
ち
な
み
「
氷

川
公
園
」
ま
た
は
「
大
宮
氷
川
公
園
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
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順位 公園名称 霊匿溺同『 設立年月日 ｉ面積

１ 偕蕊園 さいたま市調神社の１日境内地 明治7年(u87Q

】】月12日

8反3畝

“802顕㎡〉

２ 忍公園

閥治30年成田公園

と政ﾎﾞﾄﾞｳ

行田市忍城内諏訪郭内 明治8年(1師5）

５月９日

ﾕ町1反

鯛XO190mi）

３ 与野公園 さいたま市天相神社･御熱大圏
鋪社I日溌内地

明治10年(1師7）

５月19日

1町3反5畝

欄Ih蝿,378,F）

４ 大官公園

(通称1氷川公園、

大官氷)11公園）

ざＷ上ま市》kjlI神社の旧境内麺 明治19年(1記切

9月

１１町6反1畝

鯛nha風o魔､;）
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１
８
８
０
年
（
明
治
型
に
県
令
（
当
時
の

知
事
）
に
よ
っ
て
、
氷
川
神
社
か
ら
の
返
納
地

の
一
部
に
植
裁
を
行
い
、
散
策
路
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
ｃ

そ
の
３
年
後
、
現
在
の
高
崎
線
の
前
身
・
日

本
鉄
道
第
一
区
線
の
上
野
～
熊
谷
間
が
開
通
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
宮
に
は
駅
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
町
勢
が
衰
え
る
ば

か
り
と
心
配
し
た
人
々
は
二
つ
の
請
願
運
動
に

□

取
り
組
み
ま
し
た
。

一
つ
は
大
宮
駅
の
設
置
、
も
う
一
つ
は
氷
川

神
社
旧
境
内
地
の
本
格
的
な
公
園
化
で
す
。

公
園
の
設
置
・
開
園
後
の
様
子
は
県
立
文
書

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
埼
玉
県
行
政
文
書
（
重

要
文
化
財
）
か
ら
あ
る
程
度
追
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

１
８
８
４
年
（
明
治
Ⅳ
）
６
月
に
国
か
ら
公

園
設
置
の
許
可
が
下
り
ま
し
た
。
翌
々
月
刀
８

第１図現在の大宮公園概略図
開園当初の公園は氷川神社に隣接
したアミ掛けの部分で、当時の新聞
には「魚の形をした公園」と紹介さ
れました。

現在はこの図の他に、第２公園、
第３公園まであります。

り
ま
し
た
。
翌
々
月
の
８

月
に
「
大
宮
公
園
着
手

順
序
書
」
が
定
め
ら
れ
、

県
庁
内
に
世
話
掛
（
羽

名
）
が
置
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
年
間
の
準

備
期
間
を
経
て
、
翌
年

９
月
に
氷
川
神
社
の
秋

季
祭
に
あ
わ
せ
て
開
園

建
築
物
と
同
じ
よ
う
に
、
著
名
な
公
園
は
専

門
家
に
設
計
が
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

明
治
・
大
正
期
は
ま
だ
公
園
が
造
ら
れ
は
じ
め

た
ば
か
り
で
、
公
園
専
門
の
設
計
者
は
お
ら
ず
、

し
ま
し
た
。
（
※
大
宮
駅
は
同
年
３
月
に
開
業
）

残
念
な
が
ら
、
埼
玉
県
行
政
文
書
に
開
園
式

前
後
の
資
料
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

当
時
の
新
聞
に
何
か
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
か
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

付
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
へ
調
べ
に

行
き
ま
し
た
。
大
宮
公
園
の
開
園
に
つ
い
て
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
は
、
時
事
新
報
、
東

京
日
日
新
聞
、
朝
野
新
聞
の
３
紙
あ
り
ま
し
た
・

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
氷
川
神
社
の
秋
季
祭
は
９

月
犯
日
と
幻
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
大
宮
公
園

の
開
園
式
は
お
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
資
料
調
査
の
過
程
で
み
た
、
い
く
つ

か
の
刊
行
物
に
は
大
宮
公
園
は
９
月
犯
日
に
開

園
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

回
調
べ
た
新
聞
記
事
に
は
ね
日
に
何
か
を
行
っ

た
と
い
う
こ
と
は
一
切
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
果
た
し
て
犯
日
に
開
園
し
た
と
し
て
良

い
の
か
、
不
安
の
残
る
調
査
結
果
と
な
り
ま
し

た
。３
．
公
園
の
設
計
者
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庭
園
の
設
計
者
や
林
学
者
が
設
計
を
行
う
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

大
宮
公
園
に
関
す
る
大
正
以
前
の
設
計
図
に

つ
い
て
は
本
田
静
六
・
田
村
剛
に
よ
っ
て
ま
と

め
ら
れ
た
１
９
２
１
年
（
大
正
Ⅲ
）
の
拡
張
計

画
図
が
知
ら
れ
る
の
み
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
展
示
の
資
料
調
査
の
過
程
で
、
開
園
準
備
に

伴
い
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
明
治
Ⅳ
年
の
設

計
図
（
写
）
と
大
正
初
年
頃
の
拡
張
計
画
図
の

二
枚
の
設
計
図
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
発
見
は
、
大
き
な
成
果
で
し
た
。

開
園
準
備
の
中
で
大
宮
公
園
の
設
計
を
依
頼

さ
れ
た
の
が
「
佐
々
木
可
村
」
で
す
。
佐
々
木

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
な

く
、
不
明
な
点
が
多
い
、
謎
の
人
物
で
す
。
何

か
手
が
か
り
が
な
い
か
と
探
し
た
結
果
、
明
治
・

大
正
期
の
い
く
つ
か
の
文
献
に
登
場
し
、
そ
の

足
跡
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

｜
、
大
隈
重
信
が
大
阪
か
ら
佐
々
木
を
東
京

へ
呼
び
寄
せ
た
。

二
、
大
隈
重
信
の
雑
子
橋
邸
と
早
稲
田
邸
（
現

大
隈
会
館
）
の
庭
園
を
築
庭
。

三
、
渋
沢
栄
一
の
飛
鳥
山
邸
の
庭
園
を
築
庭
。

四
、
靖
国
神
社
の
神
池
庭
園
を
築
庭
。

五
、
第
一
流
の
築
庭
家
で
、
文
人
流
の
風
致

に
徹
底
し
て
い
た
。

六
、
明
治
⑬
年
に
は
す
で
に
他
界
。

明
治
の
著
名
な
実
業
家
・
政
治
家
の
庭
園
設

計
者
に
大
宮
公
園
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
た
こ
と

は
重
要
な
点
で
す
。
特
に
渋
沢
は
当
県
の
出
身

で
あ
り
、
渋
沢
の
紹
介
に
よ
っ
て
佐
々
木
に
設

計
が
依
頼
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

先
に
書
い
た
、
こ
の
佐
々
木
の
設
計
図
の
写

し
と
思
わ
れ
る
も
の
は
（
財
）
東
京
都
公
園
協

会
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
和
紙
４
枚
を
貼

り
合
わ
せ
た
髄
セ
ン
チ
×
市
セ
ン
チ
の
大
き
さ

で
、
墨
書
き
で
、
園
路
は
朱
墨
で
書
か
れ
て
い

ま
す
。
右
上
に
「
明
治
Ⅳ
年
武
蔵
一
ノ
宮
氷

川
公
園
ノ
図
」
と
あ
り
、
魚
の
よ
う
な
そ
の
特

徴
的
な
形
か
ら
大
宮
公
園
の
設
計
図
と
わ
か
り

ま
す
。
埼
玉
県
行
政
文
書
の
中
に
は
開
園
当
初

の
設
計
図
（
全
体
）
は
現
存
せ
ず
、
部
分
的
な

植
裁
計
画
図
と
四
阿
の
外
観
図
の
み
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
部
分
的
な
図
は
桜
は
薄
桃
色
、
松

は
緑
色
と
色
分
け
を
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

当
初
の
佐
々
木
の
設
計
図
も
彩
色
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
図
の
左
下
に
「
佐
々

木
先
生
設
計
図
面
写
田
中
」
と
あ
り
、
佐
々

木
先
生
は
佐
々
木
可
村
を
指
し
、
田
中
と
は
大

正
初
年
頃
の
拡
張
計
画
を
委
託
さ
れ
た
長
岡
安

平
の
助
手
・
田
中
真
次
郎
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
図
は
、
東
京
都
公
園
協
会
へ
寄
贈
さ
れ

た
長
岡
安
平
（
東
京
市
で
公
園
の
設
計
・
維
持

管
理
を
長
く
担
当
）
の
遺
品
の
一
つ
で
し
た
。

明
治
か
ら
大
正
年
間
に
か
け
て
、
大
宮
公
園

は
東
京
近
郊
の
行
楽
地
と
し
て
、
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
末
以

降
は
学
校
が
林
間
学
校
や
遠
足
で
訪
れ
る
こ
と

も
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
園
内
の
主
要

な
部
分
は
旅
館
や
茶
店
等
に
貸
し
出
さ
れ
、
学

校
等
の
団
体
が
運
動
や
、
休
憩
を
と
る
よ
う
な

施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
公

園
の
規
模
を
拡
張
し
、
設
備
を
充
実
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ｃ
大
正
元
年
か
ら
、
拡
張
部
分
の
用
地

買
収
が
始
ま
り
、
新
し
い
大
宮
公
園
へ
の
改
良

計
画
が
始
動
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
依
頼
さ
れ
た
の
が
、
先
に
登
場
し
た

長
岡
安
平
と
そ
の
部
下
・
井
下
清
で
す
。
調
べ

た
と
こ
ろ
、
こ
の
改
良
計
画
の
具
体
的
な
内
容

や
図
面
は
埼
玉
県
行
政
文
書
の
中
に
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
１
９
１
３
年
（
大
正
２
）

と
翌
年
の
知
事
引
継
書
の
中
に
は
、
長
岡
が
現

地
調
査
を
終
了
し
た
こ
と
、
水
害
対
策
工
事
に

予
算
が
か
か
り
、
公
園
の
改
良
計
画
に
は
着
手

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
を
進
め
る
中
で
、
長
岡
安
平
の
一
周
忌

（
昭
和
元
年
・
１
９
２
６
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
祖

庭
長
岡
安
平
翁
造
庭
遺
稿
」
の
中
に
「
氷
川

５１



公
園
改
良
設
計
略
図
」
と
い
う
題
の
図
面
が
収

録
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
長
岡
は

明
治
豹
年
代
か
ら
大
正
以
年
に
亡
く
な
る
ま

で
、
東
京
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
各
地
の
釦
以

上
の
公
園
の
設
計
や
改
良
計
画
に
携
わ
り
ま
し

た
。
遺
稿
集
に
は
長
岡
が
手
が
け
た
公
園
の
一

覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
宮
公
園
は
こ

の
中
に
は
な
く
、
計
画
図
の
み
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
長
岡
に
依
頼
さ
れ
た
大
正
元
年
開
始

の
拡
張
計
画
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
実
現
し
な

か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
）

に
公
園
の
拡
張
計
画
は
再
度
動
き
出
し
、
そ
の

指
導
・
設
計
は
本
県
出
身
の
東
京
帝
国
大
学
の

本
田
静
六
に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
「
埼
玉

県
氷
川
公
園
改
良
計
画
・
一
と
し
て
刊
行
さ
れ
、

こ
れ
を
基
に
現
在
の
大
宮
公
園
が
造
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
計
画
書
の
冒
頭
に
は
「
県
民

の
た
め
の
公
園
だ
け
で
は
な
く
、
東
京
市
外
公

園
と
し
て
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
ｃ
来
園
者
の
増
加
は
大
宮
町
の
発
展

と
県
の
経
済
振
興
を
も
た
ら

』
公
。
す
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
現

園
醒
罎
匪
在
の
自
然
環
境
を
守
り
つ

公
・
宮
年
侶
唯
つ
、
運
動
場
や
遊
園
地
的
施

駄
酎
揮
櫛
設
も
完
備
し
、
年
間
を
通
し

山伏酢》派辱烟蝿柿Ⅷ州駅腔搾錘
鵬
読
解
雑
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鯏祷酎恥燗鮴艫脈帥雫柵舩朏畷帖
松
軒
舩
筆
公
園
の
名
物
、
パ
ン
フ
レ
ッ

１
后
名
は
ト
、
絵
は
が
き
等
を
作
り
、

真
陰
り
別
に

写
よ
園
戦
略
的
に
宣
伝
す
る
方
策
に

ま
で
言
及
し
て
い
ま
す
。
今
も
話
題
に
な
る
「
地

域
興
し
」
が
当
時
の
埼
玉
県
に
と
っ
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
ま
す
。

大
宮
公
園
１
２
０
年
の
歴
史
の
中
で
、
公
園

の
社
会
的
な
役
割
が
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
を
こ
の
展
示
準
備
を
通
し
て
痛
感
し

ま
し
た
。
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
て
、
多
く
の

人
々
の
活
動
に
よ
っ
て
大
宮
公
園
は
拡
張
整
備

さ
れ
、
現
在
の
姿
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

今
回
は
設
計
者
に
焦
点
を
あ
て
、
明
治
・
大

正
期
の
大
宮
公
園
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
で
す

が
、
時
代
を
代
表
す
る
設
計
者
が
関
わ
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
点
で
す
。

学
芸
員
の
仕
事
は
表
に
出
な
い
部
分
が
多

く
、
地
道
な
資
料
調
査
の
積
み
重
ね
で
す
。
資

料
調
査
の
過
程
で
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
時
の

喜
び
は
、
こ
の
仕
事
な
ら
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。 ４
．
お
わ
り
に

５２さいたまの教育と文化ＮＯ５７
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